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48 韓国済州島の園芸農業
ようにかなりの資本がかかり、施設導入においてユンジャの利用ができないため、バナナ栽培
導入できる農家も一部に限られていた。
1986年現在における法還洞の総戸数は755戸、そのうち679戸が農業に従事している(1986年）
さらにビニールハウス等の施設経営を導入している農家は約半数にあたる340戸である。それ
らの農家の大部分は主幹作物である温州みかんとの複合経営で施設園芸を導入している。その
内訳はパイナップルを導入している農家は170戸、バナナ生産農家が80戸、ハウス栽培のキン
カン生産農家が90戸、その他施設利用型の花ぎ生産農家が6戸となっている。なお、花ぎ生産
農家は他の施設利用の作物との複合経営である。温州ゑかんの一戸あたりの平均栽培面積は1.
3ha、規模の大きいゑかん経営となるとl.65haの生産面積を数える。
施設の規模は、法還洞全体で66,000㎡、一戸あたりの平均は3,960㎡であり、施設園芸の導
入が進んだ集落といえよう。施設園芸面積の半分を占めるパイナップル生産のための一戸あた
りの平均施設面積が2,640㎡、大規模経営になると16,500㎡、小規模な施設でも1,650㎡を有し
ている。同様にバナナの場合、平均施設面積は3,300㎡、大規模経営では16,500㎡、小規模経
営において2,000㎡というように、従前にのべた本格的施設の設備投資からみた採算ベースが
この施設面積に反映されている。バナナの施設はほとんどが重油を利用した加温設備を有して
いる（表3）。
労働力の面をみると、施設園芸を導入している農家の多くは、30代～40代の若手労働力がそ
の中心をなしている。また、雇用労働力は、温州みかんの収穫時期（早生種の収穫が9月・晩
生種の収穫は12月)、パイナップル、バナナの収穫と下草刈時に臨時で雇う場合が多いようで
ある。多いところでは近隣の集落の女性パートを中心に、年間延べ100人近くの雇用労働力を
必要とする農家もある（表3）。とくに、済州島の南半分の地域では、土地をもたず雇用専門
を生業にしている農家群が多いのも特色といえよう。
法還洞で収穫される農産物の流通は、温州みかんの早生種および晩生種とともに西帰浦農業
協同組合を通じ共選・共販でソウル方面に船便あるいは空輸で輸送される｡温州みかんの場合、
貯蔵が可能なことから各農家は収穫したゑかんをいったん貯蔵庫に保管し、4月初旬頃までの
高値の時期を見はらって、随時出荷される。バナナの場合には、前述のように済州バナナ組合
出荷が大部分を占めるが、生産農家の中には韓国本土の仲買人に直接売買するケースもある。
パイナップルはそのほとんどが個人出荷である。
5．おわりに
韓国済州島における施設園芸経営は、1960年代の食糧生産から1971年のセマウル運動が進み
商品作物生産が高まる中で、今日の済州島における代表的作物である温州みかんとともに普及
していった。島内における施設園芸の集積地域は、島内でも温暖な西帰浦市を中心とする漢筆
山南斜面である。施設園芸の代表的作目はパイナップル、バナナ、洋ランであった。パイナッ
プルは主幹作物である温州ゑかんの価格低迷と済州島の観光化に伴うみやげ物の需要を目的と
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し1968年頃導入された。パイナップルの生産地域は西帰浦市西部の海岸段丘上に多く分布し、
その生産農家は、約300戸を数える。また、パイナップルは労働粗放的性格の作目からその多
くは温州承かん生産との複合経営である。しかし近年、その収益はバナナ生産におよばないた
め、バナナ生産に切り替わる農家が増加してきている。
一方、バナナ生産は第一に韓国政府における熱帯性果実の輸入制限、第二に温州ゑかんの価
格低迷を背景として、1970年代後半に西帰浦市を中心に産地形成が進んだ。しかし、バナナ生
産導入には莫大な資本がかかるため、導入は中核農家層を中心に250戸程度にすぎない。また、
バナナ生産農家の中にはより収益性の高い洋ラン生産に乗り出す農家も散見できる。なお、今
後は施設園芸を導入している集落ごとの地域構造についてさらに考察を進めていきたい。
（付記）本研究の現地調査では、済州道庁をはじめとする関係諸機関、地元みかん生産農家、施設園芸農
家の方々にご協力をいただいた。記して感謝いたします。
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